
ニホンジカ
県 1
石巻市 3
女川町 4
登米市 5
気仙沼市 6
南三陸町 7

平成２７年度

ニホンジカ管理事業実施計画書（案）

平成２７年９月

宮城県環境生活部自然保護課

資料２



イ

ロ
ハ

ニ

ホ

イ

ロ
ハ

ニ

イ

ロ

ハ

イ

ロ

　水稲の被害削減のため水田周辺の除草作業や山林に接
する耕作地での山林側の除草作業を推進する。

　（３）　生息地の適正管理

　シカによる森林被害が確認される地域においては，植栽
木を食害から守る手段として，防鹿柵の設置等に対する補
助事業の効果的な活用を進めるとともに，被害の抑制に向
け，皆伐を極力避けるよう森林所有者へ働きかける。

　道路区域のうち，路肩部分（原則１ｍ幅）について，６月か
ら８月中旬までの期間内に除草を実施する。
　なお，除草は車両運転者の視距等に影響がある場合を除
き，原則として年１回実施するものとする。

森林整備課

農産園芸環境課
　（４）　その他

　事業を円滑に実施するため「鳥獣被害防止特措法」に基
づき，市町村鳥獣被害防止計画の策定を支援する。
　（計画作成済み市町村　シカ対象５市町）
　鳥獣被害アドバイザー職員を養成し，地域での対策検
討・実施支援を行う。

道路課

　残さ処理を適正に実施できる場合に限り，狩猟者１人当た
りの１日の狩猟頭数をオスは1日1頭まで（わな猟は無制
限），メスは猟法にかかわらず無制限とする。

　捕獲目標　年間1,920頭

　個体数調整のための捕獲の推進
　石巻市，気仙沼市，登米市，女川町及び南三陸町におい
て，各市町の有害鳥獣捕獲と連動して，個体数調整のため
の捕獲を実施する。

　市町村における被害防止体制整備への支援，指導並び
に捕獲技術実証事業，研修会の実施

　（県が行う指定管理鳥獣捕獲等事業のモデル的捕獲，市
町が行う有害鳥獣捕獲及び狩猟による捕獲の合計）

農業振興課

　（２）　被害防除対策

林業振興課

農産園芸環境課

農産園芸環境課

自然保護課　被害防除技術研修会の実施
　植栽木等への食害防除対策等について情報提供を行う。

　有害鳥獣対策への地域的な取組支援
　普及指導員が各市町の被害防止対策協議会や農業者等
との連携を図り地域の実情に応じた被害防止活動の支援を
行う。

　緩衝帯設置の推進

平成２７年度ニホンジカ管理事業実施計画

備　　　　考Ｈ２７計画

　狩猟期間の延長（２月１６日から３月１５日まで）
　狩猟頭数制限の緩和

　（１）　個体数調整
自然保護課

１　被害防除対策

宮城県

　捕獲目標（県全体）：2,320頭
　　※ニホンジカ管理計画における年間捕獲目標：
　　　　　1,920頭以上
　・県事業（指定管理鳥獣捕獲等事業）：150頭
　・市町村事業（個体数調整及び有害鳥獣捕獲）：1,470頭
　・狩猟による捕獲：700頭
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備　　　　考Ｈ２７計画
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　（２）　その他

自然保護課

林業技術総合センター

　捕獲状況調査
　狩猟及び有害鳥獣捕獲に係る「捕獲調書」により生息分
布及び生息密度を把握する。
　糞塊法による生息密度と森林被害発生状況を調査する。

　生息状況調査
　ライトカウントを実施し，生息数の動向を把握する。
　生息数等調査により環境省から示されたベイズ法による生
息密度をより精度を高める。

２　その他
　（１）　調査研究

　車両等との事故により衝突死した個体については，各市
町村に回収を依頼する。

　生態及び被害防止対策に関する資料を作成し，ホーム
ページ等を通じて普及啓発を図る。

道路課

　ニホンジカの分布拡大傾向を目撃情報の収集により把握
する。

林業技術総合センター

自然保護課

農産園芸環境課

　放射性物質検査
　シカ肉について，放射性物質のモニタリング調査を行い，
情報提供していく。
　宮城県特定鳥獣保護管理計画検討・評価委員会ニホン
ジカ部会
　県及び該当市町の事業実施計画等について専門家によ
る検証を行うとともに，部会に各市町の担当者をオブザー
バーとして招き，各市町の抱える問題等への助言機会の確
保を図る。
　圏域単位での広域連携会議及び被害獣種別の連携会議
において，被害状況や防除策等の情報交換，研修会の開
催，広域連携での対策を実施し，被害を防止する。
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備考

(1) 面積
18.60 ha 5％減を目標にする。

(2) 金額
16,150 千円

(3) 作物
稲作等

(4) その他
交通事故　　５０件

(1)
・捕獲目標　1,920頭（宮城県ニホンジカ
管理計画全体）
うち牡鹿半島分（女川町を含む）
1,７00頭
　うち県による個体数調整75頭（女川町
を含む）
・猟友会石巻支部及び河北支部に委託
650頭
・猟友会石巻支部等のわな免許保持者
に委託

(2)
・現状の把握について，関係機関と連携
した取組みを強化する。
・牡鹿半島以外の内陸部の地域でも被
害等が確認されており，全市的な被害状
況の把握と防止に努める。

(3)
・雑草などの繁茂を防ぐため公共施設の
適正な管理に努めるとともに，農地等の
管理についても所有者に対して働きかけ
る。

平成２７年度ニホンジカ管理事業実施計画　（市町村分）
石巻市

Ｈ２７計画

３　その他

１　被害軽減目標

２　被害防除対策
個体数調整

被害防除対策

生息地の適正管理

3



備考

(1) 面積
0.31 ha

(2) 金額
434 千円

(3) 作物
稲作等

(4) その他
交通事故　　8件

(1)
・捕獲目標　1,920頭（宮城県ニホンジカ
管理計画全体）
うち牡鹿半島分（女川町を含む）
1,７00頭
　うち県による個体数調整75頭（女川町
を含む）
・猟友会石巻支部に委託200頭(春1回)
・猟友会石巻支部等のわな免許保持者
に委託20頭

(2)
・現状の把握について，関係機関と連携
した取組みを強化する。
・牡鹿半島以外でも被害等が確認されて
おり，全町的な被害状況の把握と防止に
努める。

(3)
・雑草などの繁茂を防ぐため公共施設の
適正な管理に努めるとともに，農地等の
管理についても所有者に対して働きかけ
る。

生息地の適正管理

３　その他

平成２７年度ニホンジカ管理事業実施計画　（市町村分）
女川町

Ｈ２７計画
１　被害軽減目標

２　被害防除対策
個体数調整

被害防除対策

　数値にならない被害があり，平成26年度の
目標が達成出来なかったと判断し，平成26年
度計画と同じ目標設定としました。
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備考

(1) 面積
0.10 ha 平成26年度計画と同じ目標にする。

(2) 金額
100 千円

(3) 作物
水稲，野菜

(4) その他

(1)
・捕獲目標　1,920頭
（特定鳥獣保護管理計画全体）
うち気仙沼地域分（登米市及び南三陸
町を含む）220頭
　うち県による個体数調整20頭

(2)
・生息地域の把握と被害の現状につい
て，関係機関と連携した取組を強化す
る。
・農地への侵入等の被害が確認された
場合は，侵入の妨げとなる侵入防止テー
プ（防鳥テープ等）の設置，玩具用煙火
(ロケット花火等)による追い払い，定期的
な農地の巡回を提案する。

(3)
・生息区域の把握

個体数調整

被害防除対策

生息地の適正管理

３　その他

平成２７年度ニホンジカ管理事業実施計画　（市町村分）
登米市

Ｈ２７計画
１　被害軽減目標

２　被害防除対策
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備考
１
(1) 面積

14.40 ha
(2) 金額

9,735 千円
(3) 作物
水稲，野菜，果樹

(4) その他
交通事故　０件

２
(1) 個体数調整
・捕獲目標１,920頭（特定鳥獣保護管理
計画全体）
うち気仙沼地域分（登米市及び南三陸
町を含む）220頭
うち県による個体数調整50頭
・年々頭数が増え，食害被害も増加して
いることから，適正な頭数に調整するた
め，わなによる捕獲（とめさしのみ銃器使
用）を行う。
市の有害捕獲目標　600頭

(2) 被害防除対策
・農地周辺に防護ネットや電気柵を設置
した際に，みやぎ環境交付金を活用し補
助金を交付する。
・忌避効果の期待されるものを農地周辺
に設置する。

(3) 生息地の適正管理
・耕作放棄地の除草
・緩衝帯の設置
・放任果樹の撤去を推奨

３　その他

平成２７年度ニホンジカ管理事業実施計画　（市町村分）
気仙沼市

Ｈ２７計画
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備考

(1) 面積
10.00 ha

(2) 金額
400 千円

(3) 作物
水稲，野菜，花卉，果樹

(4) その他

(1)
・捕獲目標1,920頭
（特定鳥獣保護管理計画全体）
うち気仙沼地域分（気仙沼市及び登米
市を含む）220頭
　うち県による個体数調整5頭
・有害鳥獣駆除を組織して，捕獲活動を
行う。

(2)
･関係機関と連携し，生息域の把握を進
めながら，防除対策を強化する。
・被害が広がっている地域に自主防除を
呼びかける。

(3)
目撃情報を収集するなど生息域の把握

平成２７年度ニホンジカ管理事業実施計画　（市町村分）
南三陸町

Ｈ２７計画

３　その他

被害防除対策

生息地の適正管理

１　被害軽減目標

２　被害防除対策
個体数調整
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